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地震観測記録測定位置 

旭 市 

  2011.3.11 14時 47分頃発生した本震および同日 15時 15分頃発生した大きな余震について、旭市を含む周辺で観測された地震動の特徴等について以降に示す。 
  観測位置は、下図に示すとおりである。 

【凡例】 

 ●：千葉県地震計（KKNetChiba） 

のさか 

うなかみ 

↑測定位置の液状化：不明 

↑測定位置の液状化：不明 
↑測定位置の液状化：有り※ 

↑測定位置の液状化：有り※ 

 

↑測定位置の液状化：無し※ 

↑測定位置の液状化：無し※

※測定位置の液状化の有無については、測定位置付近の噴砂状況、公共施設被害状況、建物被害状況から推測した。 
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① 旭（KKNetChiba） 

 【本 震】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①旭-NS 加速度応答スペクトル図
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①旭-EW 加速度応答スペクトル図
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①旭-EW 地表面加速度波形図
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2011.3.11 14時 47分頃の本震の観測記録より、最大加速度は 152.7gal（EW）、156.9gal（NS）。最大速度は 29.2kine（EW）、23.5kine（NS）。フーリエスペ
クトルは EW、NSともに 1Hz付近にピークがあるが、3～7Hzの周波数域も成分も多く含んでいる。また、加速度応答スペクトルは木造住宅に影響の大きい周期
0.2～0.7秒では 300～600galの値を示す。 

 

観測位置図 

（記録開始時刻 14:47:10） 

（h=0.05） （h=0.05） 

①旭-NS 地表面加速度波形図
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①旭-EW フーリエスペクトル図
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①旭-NS フーリエスペクトル図
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 【余 震】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①旭-NS 加速度応答スペクトル図
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①旭-EW 加速度応答スペクトル図
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①旭-EW 地表面加速度波形図
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2011.3.11 15時 15分頃の余震の観測記録より、最大加速度は、204.3gal（EW）、220.6gal（NS）。最大速度は 28.6kine（EW）、38.4kine（NS）。フーリエスペ
クトルは EW、NSともに 1Hz付近にピークがみられるが、3～7Hzの周波数域の成分も多く含んでいる。また、加速度応答スペクトルは木造住宅に影響の大きい
周期 0.2～0.7秒では 300～600galの値を示す。 

観測位置図 

（記録開始時刻 15:15:40） 

（h=0.05） （h=0.05） 

①旭-NS 地表面加速度波形図
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①旭-EW フーリエスペクトル図
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①旭-NS フーリエスペクトル図
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付近のボーリング柱状図 
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② 飯 岡（KKNetChiba） 

 【本 震】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②飯岡-NS 加速度応答スペクトル図
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②飯岡-EW 加速度応答スペクトル図
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②飯岡-EW 地表面加速度波形図
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2011.3.11 14時 47分頃の本震の観測記録より、最大加速度は、206.4gal（EW）、202.5gal（NS）。最大速度は 22.9kine（EW）、17.8kine（NS）。フーリエスペ
クトルは EW、NSともに 1～4Hzの成分を多く含んでいる。また、加速度応答スペクトルは木造住宅に影響の大きい周期 0.2～0.7秒では 400～600galの値を示す。 
 

観測位置図 

（記録開始時刻 14:47:20） 

（h=0.05） （h=0.05） 

②飯岡-NS 地表面加速度波形図
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②飯岡-EW フーリエスペクトル図
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②飯岡－NS フーリエスペクトル図
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②飯岡-NS 加速度応答スペクトル図
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②飯岡-EW 加速度応答スペクトル図
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②飯岡-EW 地表面加速度波形図
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2011.3.11 15時 15分頃の余震の観測記録より、最大加速度は、211.4gal（EW）、264.7gal（NS）。最大速度は 17.3kine（EW）、26.5kine（NS）。フーリエスペク
トルは EW、NSともに 1～4Hzの成分を多く含んでいる。また、加速度応答スペクトルは木造住宅に影響の大きい周期 0.2～0.7秒では 400～800galの値を示す。 
 

観測位置図 

（記録開始時刻 15:15:30） 

（h=0.05） （h=0.05） 

②飯岡-NS 地表面加速度波形図
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②飯岡-EW フーリエスペクトル図
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②飯岡-NS フーリエスペクトル図
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③ 海 上（KKNetChiba） 

【本 震】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③海上-NS 加速度応答スペクトル図
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③海上-EW 加速度応答スペクトル図
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③海上-EW 地表面加速度波形図
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2011.3.11 14 時 47 分頃の本震の観測記録より、最大加速度は、146.6gal（EW）、158.6gal（NS）。最大速度は 21.4kine（EW）、20.0kine（NS）。フーリエ
スペクトルは EW、NSともに 1～4Hzの成分を多く含んでいる。また、加速度応答スペクトルは木造住宅に影響の大きい周期 0.2～0.7秒では 400～600galの値
を示す。 

観測位置図 

（記録開始時刻 14:47:20） 

（h=0.05） （h=0.05） 

③海上-NS 地表面加速度波形図
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③海上-EW フーリエスペクトル図
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③海上-NS フーリエスペクトル図
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③海上-NS 加速度応答スペクトル図
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③海上-EW 加速度応答スペクトル図
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③海上-EW 地表面加速度波形図
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2011.3.11 15時 15分頃の余震の観測記録より、最大加速度は、206.0gal（EW）、174.1gal（NS）。最大速度は 32.8kine（EW）、29.1kine（NS）。フーリエスペク
トルは EWでは 1.0Hz付近にピークがみられる。NSでは 1～3Hzの成分を多く含んでいる。また、加速度応答スペクトルは木造住宅に影響の大きい周期 0.2～0.7
秒では 400～600galの値を示す。 

観測位置図 

（記録開始時刻 15:15:40） 

（h=0.05） （h=0.05） 

③海上-NS 地表面加速度波形図
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③海上-EW フーリエスペクトル図
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③海上-NS フーリエスペクトル図
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④ 干 潟（KKNetChiba） 

 【本 震】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④干潟-NS 加速度応答スペクトル図
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④干潟-EW 加速度応答スペクトル図
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④干潟-EW 地表面加速度波形図
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2011.3.11 14時 47分頃の本震の観測記録より、最大加速度は、286.9gal（EW）、243.3gal（NS）。最大速度は 32.4kine（EW）、28.5kine（NS）。フーリエスペ
クトルは EW、NSともに 1～3Hzの成分を多く含んでいる。また、加速度応答スペクトルは木造住宅に影響の大きい周期の 0.2～0.7秒では 600～900galの値を示
す。 

観測位置図 

（記録開始時刻 14:47:10） 

（h=0.05） （h=0.05） 

干潟-NS 地表面加速度波図
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④干潟-EW フーリエスペクトル図
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④干潟-NS フーリエスペクトル図
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付近のボーリング柱状図
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④干潟-NS 加速度応答スペクトル図
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④干潟-EW 加速度応答スペクトル図
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④干潟-EW 地表面加速度波形図
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2011.3.11 15時 15分頃の余震の観測記録より、最大加速度は、192.1gal（EW）、262.1gal（NS）。最大速度は 26.9kine（EW）、34.5kine（NS）。フーリエスペク
トルは EW、NSともに 1～3Hzの成分を多く含んでいる。また、加速度応答スペクトルは木造住宅に影響の大きい周期 0.2～0.7秒では 300～1000galの値を示す。 
 

観測位置図 

（記録開始時刻 15:15:30） 

（h=0.05） （h=0.05） 

干潟-NS 地表面加速度波図

-300

-200

-100

0

100

200

300

0 50 100 150 200 250 300
時間(sec)

加
速
度
(g
a
l)

④干潟-EW フーリエスペクトル図
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④干潟-NS フーリエスペクトル図
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⑤ 八日市場（KKNetChiba） 

 【本 震】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤八日市場-NS 加速度応答スペクトル図
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⑤八日市場-EW 加速度応答スペクトル図
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⑤八日市場-EW 地表面加速度波形図
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観測位置図 
2011.3.11 14時 47分頃の本震の観測記録より、最大加速度は、171.3gal（EW）、141.1gal（NS）。最大速度は 19.9 kine（EW）、23.6kine（NS）。フーリエスペ

クトルは EW、NSともに 1～5Hzの成分を多く含んでいる。また、加速度応答スペクトルは木造住宅に影響の大きい周期 0.2～0.7秒では 400～500galの値を示す。 
 

（記録開始時刻 14:47:20） 

（h=0.05） （h=0.05） 

⑤八日市場-NS 地表面加速度波形図
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⑤八日市場-EW フーリエスペクトル図
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⑤八日市場-NS フーリエスペクトル図
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付近のボーリング柱状図 

5-37



 
 【余 震】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤八日市場-NS 加速度応答スペクトル図
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⑤八日市場-EW 加速度応答スペクトル図
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2011.3.11 15時 15分頃の余震の観測記録より、最大加速度は、218.9gal（EW）、160.1gal（NS）。最大速度は 28.6kine（EW）、24.1kine（NS）。フーリエスペク
トルは EW、NSともに 1～4Hzの成分を多く含んでいる。また、加速度応答スペクトルは木造住宅に影響の大きい周期 0.2～0.7秒では 300～400galの値を示す。 

⑤八日市場-EW 地表面加速度波形図
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（記録開始時刻 15:15:40） 
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⑤八日市場-NS 地表面加速度波形図
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⑤八日市場-EW フーリエスペクトル図
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⑤八日市場-NS フーリエスペクトル図
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⑥ 野 栄（KKNetChiba） 

 【本 震】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥野栄-NS 加速度応答スペクトル図
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⑥野栄-EW 加速度応答スペクトル図
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⑥野栄-EW 地表面加速度波形図
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観測位置図 2011.3.11 14時 47分頃の本震の観測記録より、最大加速度は 158.0gal（EW）、150.0gal（NS）。最大速度は 20.5kine（EW）、24.0kine（NS）。フーリエスペク
トルは EW、NSともに 1～3Hzの成分を多く含んでいる。また、加速度応答スペクトルは木造住宅に影響の大きい周期 0.2～0.7秒では 300～500galの値を示す。 

（記録開始時刻 14:47:20） 

（h=0.05） （h=0.05） 

⑥野栄-NS 地表面加速度波形図
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⑥野栄-EW フーリエスペクトル図
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⑥野栄-NS フーリエスペクトル図
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 【余 震】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥野栄-NS 加速度応答スペクトル図
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⑥野栄-EW 加速度応答スペクトル図
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⑥野栄-EW 地表面加速度波形図
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2011.3.11 15時 15分頃の余震の観測記録より、最大加速度は 164.1gal（EW）、174.9gal（NS）。最大速度は 26.9kine（EW）、29.0kine（NS）。フーリエスペク
トルは EW、NSともに 1～3Hzの成分を多く含んでいる。また、加速度応答スペクトルは木造住宅に影響の大きい周期 0.2～0.7秒では 300～500galの値を示す。 

観測位置図 

（記録開始時刻 15:15:40） 

（h=0.05） （h=0.05） 

⑥野栄-NS 地表面加速度波形図
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⑥野栄-EW フーリエスペクトル図
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⑥野栄-NS フーリエスペクトル図
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各時刻での地震動の特性 

① 旭（KKNetChiba） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①旭-EW 地表面加速度波形図
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①初期段階　旭-EW フーリエスペクトル図
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②増加段階　旭-EW フーリエスペクトル図
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③最大段階　旭-EW フーリエスペクトル図
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④終期段階　旭-EW フーリエスペクトル図
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①初期段階　旭-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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②増幅段階　旭-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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③最大段階　旭-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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④終期段階　旭-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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各時刻での地震動の特性 

① 旭【余震】（KKNetChiba） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①旭-EW 地表面加速度波形図
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②増加段階　旭-EW フーリエスペクトル図
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①初期段階　旭-EW フーリエスペクトル図
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④終期段階　旭-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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③最大段階　旭-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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②増幅段階　旭-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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①初期段階　旭-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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③最大段階　旭-EW フーリエスペクトル図
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④終期段階　旭-EW フーリエスペクトル図
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各時刻での地震動の特性 

② 飯岡【本震】（KKNetChiba） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②飯岡-EW 地表面加速度波形図
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④終期段階　飯岡-EW フーリエスペクトル図
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③最大段階　飯岡-EW フーリエスペクトル図
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②増加段階　飯岡-EW フーリエスペクトル図
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①初期段階　飯岡-EW フーリエスペクトル図
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④終期段階　飯岡-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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③最大段階　飯岡-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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②増幅段階　飯岡-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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①初期段階　飯岡-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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各時刻での地震動の特性 

② 飯岡【余震】（KKNetChiba） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②飯岡-EW 地表面加速度波形図
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④終期段階　飯岡-EW フーリエスペクトル図
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③最大段階　飯岡-EW フーリエスペクトル図
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②増加段階　飯岡-EW フーリエスペクトル図
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①初期段階　飯岡-EW フーリエスペクトル図
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①初期段階　飯岡-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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③最大段階　飯岡-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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④終期段階　飯岡-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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②増幅段階　飯岡-EW 加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙ図
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【参考資料】千葉県の想定地震動 

 
   ここでは参考として、千葉県が地震被害想定に用いている想定地震動を示す。 
   想定地震動は、以下のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（「平成 19年度 千葉県地震被害想定調査 報告書」（平成 20年 3月：千葉県））より引用 
 

【用語集】 

 ・加速度： 
   地震関連の用語では、地表面および地中などでの地震の揺れや、地震波の大きさを表すもの。単位は gal
（ガル）が一般的に用いられている。 

 
 ・加速度波形： 
   地震による揺れ（加速度）の変化を時間軸上に記録したもの。地震計により記録される。なお、通常、

地震計は東西方向（EW 方向）と南北方向（NS 方向）および上下方向（UD 方向）で記録できるよう設
置しているため、それぞれの方向で加速度波形が得られる。 

 
・フーリエスペクトル： 

   地震波をさまざまな周期の振動の集まりととらえ、周期ごとの地震波の強さに分解し、表したもの。 
 
・応答スペクトル： 

   構造物を１質点・１自由度系（質点が１つだけで、その質点の運動を記述するために必要な座標軸が１

つだけの系）と考えたとき、その構造物が、ある地震波にさらされたときの最大応答値をスペクトルで表

したもの。 
応答値を加速度で表した、加速度応答スペクトルなどがある。 
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（６）地盤状況 

想定地質断面位置図 
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北→ ←南

旭市役所
↓ 
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北→←南 
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東→←西 
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東→←西
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